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SDGsについて

Sustainable Development Goals (持続可能な開発目標)

2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェ

ンダ」にて記載された2016年から2030年までの国際目標です。持続可能な世

界を実現するための17のゴール・169のターゲットから構成され，地球上の誰

一人として取り残さない（leave no one behind）ことを誓っています。SDGs

は発展途上国のみならず，先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なも

のであり，日本としても積極的に取り組んでいます



SDGsに向けた行動の10年
～2030年を自分たちの手でどんな社会にするか？～



SDGsの構造 ①

17 の目標

169 のターゲット

232の指標



・
・

・



【ターゲット】
1.1 2030年までに、現在1日1.90USドル未満で生活
する人々と定義されている極度の貧困をあらゆる場所で
終わらせる。
【指標】
1.1.1   国際的な貧困ラインを下回って生活している人口
の割合

【ターゲット】
1.2 2030年までに、各国定義によるあらゆる次元の貧
困状態にある、全ての年齢の男性、女性、子供の割合を
半減させる。
【指標】
1.2.1   各国の貧困ラインを下回って生活している人口の
割合
1.2.2   各国の定義に基づき、あらゆる次元で貧困ライン
を下回って生活している男性、女性及び子供の割合

・
・
・



SDGsの構造② ＝ウェディングケーキモデル

経済

社会

環境

出典：Stockholm resilience center, 
https://www.stockholmresilience.org/research/research-news/2016-06-14-how-food-connects-all-the-sdgs.html



SDGsの構造③ ＝目標間の関係性

火力発電 原子力発電

風力発電 太陽光発電

社会

環境

経済

太陽光パネル再生技術



SDGsへの取組方法 パートナーシップでの解決

【ターゲット 12.3】

2030年までに小売・消費レベルにおける世界全体の１人

当たりの食料の廃棄を半減させ、収穫後損失などの生産・

サプライチェーンにおける食品ロスを減少させる。

規格外品野菜 加工残渣 賞味期限切れ 食べ残し



長距離
輸送

強制労働
児童労働

SDGsウォッシュ(偽装SDGs)に注意

実体が伴わないにもかかわらず、SDGsの達成に貢献して

いるように見せかけること。

バイオマス
発電

再生可能
エネルギー
供給

パーム油
ヤシ殻

熱帯雨林
伐採

生物多様性
喪失



出所：マザーレイクフォーラム ホームページ https://mlf.shiga.jp/motherlakegoals



出所：マザーレイクフォーラム ホームページ https://mlf.shiga.jp/motherlakegoals



滋賀県立大学のSDGsへの取組み

～大学と地域の連携によるSDGs地域化拠点を目指して～



滋賀県立大学
1995年(平成7年) 開学

基本理念 ：「地域に根ざし、地域に学び、地域に貢献する」

モットー ：「キャンパスは琵琶湖。テキストは人間。」

大学の目指すところ ：「人が育つ大学」



✕

滋賀県立大学SDGs宣言 2018年6月16日

Ｓ 滋賀県立大学は「キャンパスは琵琶湖。テキストは人間。」をモットーに

Ｄ 誰一人取り残さない持続可能な社会を目指し

Ｇ グローカルな思考と実践をもって

s 世界と地域の発展に貢献します



ｃ

SDGsとの親和性の高い
ユニークな学部編成

環境

社会 経済

人間文化学部

人間看護学部 工学部

環境科学部

環境生態学科
環境政策・計画学科
環境建築デザイン学科
生物資源管理学科

地域文化学科
生活デザイン学科

生活栄養学科
人間関係学科

国際コミュニケーション学科

材料科学科
機械システム工学科
電子システム工学科

人間看護学科



SDGs達成に向けた「共育共創」のプラットフォーム

学生

大学 地域

地域教育
プログラム 近江楽座

ゼミ課題
卒業研究

助言･支援 ゲスト講師
地域への受入

地域課題
研究

持続可能な活動と
経済をつくる

地域に変革を起こす
人材をつくる

持続可能な暮らしの
基盤と地域をつくる



キャンパスSDGsびわ湖大会

SDGsに取り組む学生(大学生に限らず、小学生

から高校生も)が日頃の活動を紹介し、またお互

いに意見や情報を交換する場として、開催してい

ます。

2020年度は「『子ども・若者』と『大人』が

ともに歩むSDGsへの10年」をテーマとしてオン

ライン開催しました。

県大フードロス削減アクション!

コロナ禍の影響でアルバイト収入や仕送りが減少し、

困窮していた学生への食糧支援をきっかけに繋がった

近隣の農業法人の方に協力いただき、規格外で出荷で

きない農作物を県大生に配布し、食品ロスを削減する

取組を始めました。昨年度は玉ねぎ、キャベツ、ブ

ロッコリーなどの配布を行いました。

その他、フードバンクを通じて提供いただいた、自

治体や企業の賞味期限が近づいた災害備蓄品の配布も

実施しました。



滋賀の暮らしに根づく

持続可能な叡智や実践

SDGs達成に向けた

世界の動きや成果

研究
ローカルな実践から得
られた知見の発信

教育
海外留学生の受入れ
(地域での教育)

社会
貢献

災害復興や途上国への
支援活動

研究
世界の様々な研究成果
の理解

教育
県大生の海外留学
(海外での教育)

研究
地域課題への取り組み
実例・成果の蓄積

教育
地域教育プログラムで
の地域人による支援

研究
地域課題をテーマとし
た研究活動

教育
公開講座・出張講座に
よる地域教育

社会
貢献

近江楽座やゼミ活動に
よる地域貢献

職員 教員

学生地域

世界共通の目標である
SDGsを地域に根づかせる

SDGsに地域の叡智と
実践を統合する

滋賀県立大学は、誰ひとり取り残さない持続可能な社会

の実現に向けて、SDGs地域化拠点となります。



滋賀県立大学は、開学当初より

滋賀の暮らしに根づく

持続可能な叡智や実践から学び、

その成果を地域に還元しています。



SDGsに向けての取組み

へのアイデア



男女共同参画への取組み

“過去のあたりまえ”から”未来のあたりまえ”に変える
（男性中心の社会） （みんなが共生できる社会）

＋



SDGsの課題の関係性を意識する

環境・社会・経済の３つの側面を統合的に向上

… 組織の壁問題
（フードロス削減は地域連携か学生支援か？）



食品ロス削減

フードバンクやこども食堂との連携

飢餓や貧困との関係



緑豊かな自然環境の保全

市民による環境計画への参画

… まちの一部としての視点

＋

12.8
2030年までに、人々があらゆる場所において、
持続可能な開発及び自然と調和したライフスタイ
ルに関する情報と意識を持つようにする。

11.7
2030年までに、女性、子供、高齢者及び障害者
を含め、人々に安全で包摂的かつ利用が容易な緑
地や公共スペースへの普遍的アクセスを提供する。



まなび続ける社会・生涯学習の充実

インプット講座からアウトプット講座へ

生きがい

働きがい つながり

共創



総合学習・ESD教育

子どもたちから大人が学ぶ

「若者は明日のリーダーではない。
今日のリーダーだ」

ーアントニオ・グテーレス国連事務総長

「子ども・若者」と「大人」が
ともに歩むSDGsへの10年

ー2020年度 滋賀県立大学
「キャンパスSDGsびわ湖大会」 大会テーマ



現在の立場を離れて考える＝仮想将来世代になる

フューチャー・デザインで考える

地域循環共生フォーラム2019 プレゼンテーション資料(岩手県矢巾町)



SDGsに向けた行動の10年
～2030年を自分たちの手でどんな社会にするか？～


